
具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況
評
価

学校関係者評価者
による意見

今後の改善策

【活気あふれる組織作り】 〈努力指標〉 実践していた

（教師アンケート）

Ａ：１００％

Ｂ：９０％

【取組の連携】 〈成果指標〉 実働していた

（教師アンケート）

Ａ：毎回できた（50%以上）

Ｂ：ほぼできた（100%）

【働き方改革】 〈努力指標〉 勤務時間の短縮ができた

（教師アンケート）

Ａ：十分できた（半数以上）

Ｂ：できた（１００％）

【授業改善】 〈努力指標〉 実践していた

（教師アンケート）

Ａ：十分できた（半数以上）

Ｂ：できた（１００％）

【基礎基本の定着】 〈成果指標〉 学期末テスト（漢・計）

（目標点達成率）

Ａ：９５％以上

Ｂ：８５％以上

【語彙力の向上】 〈成果指標〉 目標貸し出し冊数達成率

（集計結果）

Ａ：９０％以上達成

Ｂ：８０％以上達成

【安心・安全な学校作り】 〈成果指標〉 困ったり悩んだりしていない

（児童アンケート）

Ａ：十分できた（半数以上）

Ｂ：できた（１００％）

【自治・自主の精神の育成】 （成果指標） 守れているか

(児童アンケート）

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

【自己肯定感の高まり】 〈成果指標〉 学級、学校が楽しい

(児童アンケート）

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

【基本的生活習慣の確立】 〈成果指標〉 取り組めた

(児童アンケート）

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

【体力向上】 〈成果指標〉 体育の授業を頑張った

（集計結果）

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

【安全意識の向上】 〈成果指標〉 安全に気をつけた

(児童アンケート）

Ａ：100％

Ｂ：90％以上

【ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙの充実】 （成果指標） 学校支援の様子

（実施状況）

Ａ：昨年度より増えた

Ｂ：昨年度同様

【保護者連携】 （成果指標） 働きかけた

(保護者アンケート)

Ａ：８０％

Ｂ：７０％

【ＰＴＡ活動の活性化】 〈満足度指標〉 協力できた

(保護者アンケート)

Ａ：８０％

Ｂ：７０％

連携を密にし、これまでの活
動のより一層の充実を図る。

学校運営協議会を計画的に開催す
ると共に、CSﾃﾞｨﾚｸﾀｰとの連携を深
めることで、学校支援の充実を図
る。

教
頭

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

教
頭

ＰＴＡ活動の活性化を図ること
で、学校の教育活動への理解
と協力を得る。

各専門委員会が目標を立て、それ
に合致した活動を計画的に行う。

保護者と児童の課題を共有
し、よりよい家庭生活習慣の
確立に努める。

保護者が、家庭学習の目標時間や
各家庭でのメディアのルールを守る
ように働きかけている。

教
頭

交通安全・生活安全・災害安
全の取組を充実し、子ども自
身の安全意識を高める。

児童自身に健康に関心を持
たせ、基本的生活習慣の確立
を図る。

メディアに関する指導を行い、よりよ
い生活習慣の確立に努める児童の
育成を図る。

保
健
体
育

登下校の安全や休み時間の遊び
方、廊下歩行、避難訓練等の指導を
徹底し、意識の向上を図る。

4

体

（
自
分
に
挑
戦

）

体育の授業を通して、頑張ったと思
える児童が増えるように授業を工夫
する。

保
健
体
育

児童発信のスクールスタン
ダードの取組を通し、自治・自
主の精神の育成を図る。

スクールスタンダードを理解し、守ろ
うとしている。

危機管理の意識を高め、いじ
めのない安心・安全な学校づ
くりをする。

丁寧な児童観察・児童理解により、
いじめ等児童の変化を敏感にとら
え、迅速かつ組織的に対応する。

保
健
体
育

「あおっこスポーツマスター」
に取り組み、体育授業を通し
て、体力の向上を図る。

3

徳

（
友
達
大
好
き

）

生
徒
指
導

生
徒
指
導

自己理解・他者理解・役割意
識が持てる活動を通して、自
己肯定感を高めていく。

教科・特別活動の中で、互いに評価
し合い認め合える場面を設定する。

生
徒
指
導

主体的・対話的で深い学びの
実現をめざした授業を行う。

算数科において、既習を活かして自
分の考えをもてるような授業を行う。

教
務

計画的に帯タイムを活用し、
基礎基本の定着を図る。

学力向上プランにのっとり、計画的
に実践し、定着を図る。

学
習
指
導

月２回定時退校を行い、他の日も最
終退校時刻を守るよう努力する

2

知

（
学
校
大
好
き

）

学
習
指
導

学校及び家庭での読書活動
の推進を通して語彙力の向上
を図る。

さまざまな読書活動の取組を通し
て、児童に目標の冊数を達成させ
る。

一人一人がビジョンを受けた
目標を明確にして職務を遂行
し研修を通して教師力を向上
させる

教師一人一人が目標達成のため具
体的方策を設定し、実践する。

各
主
任

学力向上ロードマップを用い、
PDCAサイクルを実働させる。

定期的に主任会議を開催し、具体的
な取組を共通理解し、共通行動に取
り組む。

教
頭
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重点目標
（めざす

姿）

1

組
織
的
な
学
校
運
営

教
頭

働き方を見直し、勤務時間短
縮に向けて努力する


